
生活支援体制づくり協議体（地域包括支援センター北遠中央 

担当圏域レベル）開催報告書  

１ 開催日時 令和 ７年 ３月 ３日 （月） 

 14時00分  ～ 15時30分 

２ 開催場所 龍山森林文化会館２階学習室 

３ 参加者  

委員8名 

関係機関11名（浜松市高齢者福祉課2名、天竜福祉事業所長寿保険課3名、地域包括支援センター北遠

中央2名、市社協4名 

４ 協議の内容  

１開会 

 

２あいさつ 

 ・浜松市高齢者福祉課 大石 尚 課長補佐  

 

３情報交換・情報共有 

 〇各地区部会の活動状況の報告 

 【佐久間】 

  ◆2 月 12 日 見守り活動についての座談会の実施。 

  ・地域の民生委員・児童委員からは、「最近は認知症に関する相談が家族だけでなく、近所の人か

ら受けることが多く、そういった相談を受け、最終的に包括などにつなげている」という話があ

った。 

  ・地域で野菜市を行っていた割烹旅館の方からは、買い物する場が見守りの場、横のつながりが

できる場となっていると話があった。また、ご家族からも何か気になる点があれば連絡をしてほ

しいという申し出を受け、買い物に来た様子を家族に事後報告するようなこともあったとのこ

と。 

  ⇒座談会のやり方については、どうだったか？ 

  ・とても近い距離で話し合いができた為、とても気軽で話がしやすかった。 

  ・地域住民として見守り活動の様子や内容、心境を伺うことができて良かった。 

  ◆ご近所サポーター養成講座について 

  ・講座に参加し認知症等に関して勉強をすることで、地域で見かける認知症(かもしれない方)につ

いてどう対応すればよいのか分かり、地域での見守りが我が事になった。 

  ◆移動販売について 

  ・さくまの里では、マックスバリュととくし丸の移動販売が入っている。特に、とくし丸の担当

者は、利用者の顔と名前を覚えてくださっており、「〇〇さん、今日来ないけれど何かあった？」

等話しかけてくれる。移動販売は品物の販売だけでなく、地域の見守りをしてくれている大切な

資源の一つであると感じた。 

 

 【水窪】 

  ◆水窪中学校での認知症サポーター養成講座について 

  ・中学生 15 名、関係者 20 名を対象に講座を実施。その後、高齢者ひとり歩き対応模擬訓練を実

施。認知症役の熱演もあって本当に認知症の人を相手にしているのではないかと感じるくらいで

あった。実際に認知症の方に出会った時にどう対応すればいいか分かった。ぜひ、他の地区でも

実施してもらえたら良いと思う。 

  ・高齢者が高齢者を見守るというだけでなく若い世代を巻き込みたいと思っていたので、実施で

きたことはよかった。 

  【龍山】 



   ◆たつやマルシェについて 

   ・配布資料 p5 を基に説明。当事業（たつやマルシェ）は龍山の生活支援協議体のささえあい龍

山で出た買い物等の課題がきっかけに実施が決まった。参加者は毎回 100 名くらい。 

   ・出展者としては、地元商店や地区社協、ふくまる（衣服を売る事業者）などが参加。また、

本年度から出張美容室も来てもらえるようになり、参加者からも好評。 

 

【質疑応答】 

 

 

  【佐久間⇒龍山】 

   ・龍山のたつやマルシェは組織がすごくしっかりしている。佐久間では個人や有志で活動して

いて、組織化されていない。龍山ではどうやって一つにまとまることが出来たのですか。 

  【龍山⇒佐久間】 

   ・たつやマルシェは龍山保健センターやすらぎを会場にしている。ここには社協、天竜厚生会

などが一堂に会して仕事をされている。だから一か所で龍山で元気な生活をするための助言

や、いろいろな形で協力してくれたので一つにまとまったのだと思う。 

  【水窪⇒龍山】 

   ・無料送迎バスは、やすらぎのマイクロバスを協賛してもらって、利用することができたので

すか。 

  【龍山⇒水窪】 

   ・龍山デイサービスのデイサービスセンターへ協力をいただいて、デイサービスの送迎車両で、

希望あれば送迎をしている。また、ほっと龍山にもワゴン車があり、それを活用して地域ご

とに担当を分担して送迎しています。 

  【佐久間⇒水窪】 

   ・水窪や春野で行ったような学校を交えた取り組みや交流を始めるというのはなかなか難しい

ように思うのですが、学校側とお話というのはできるものでしょうか。 

  【水窪⇒佐久間】 



   ・まず地区部会の中で、若い世代にも認知症について地域のことを知ってもらいたいという意

見が出たことから社協と包括とで水窪中学校へうかがい、話し合いを行いました。学校の方で

も、元々福祉教育を行っていてそちらと組み合わせそうかという事で協働することができまし

た。 

 

４その他 

  【水窪】 

   ・水窪地区で今、行政主導で「自分ごと会議」というのをやっている。1 年目は行政の方で選ん

だメンバーで実施をしていた。来年は 2 年目になって「水窪を良くしたい」という思いを持

った方を回覧チラシで募集し、会議に参加している。そういった他で地域を良くしたいと活

動している人や会議との情報共有していくこともできれば良いと思う。 

 

５ 今後の見通し・ 

  必要な対応 

 

・他圏域の活動の様子を踏まえつつ、情報共有の場として活用していく。 

 


